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地方創生に想う
誇りを取り戻す

大　田　　　弘

60 年前に“過疎”（人の空洞化），40 年前には“中
山間地域”（土地の空洞化），そして 20 年前には“限
界集落”（ムラの空洞化）と云う造語が生まれた。戦
後の高度経済成長の副作用として東京などへの一極集
中が過度に進行し，この数年，地方創生が叫ばれてい
るが，この国難は突然やって来た訳ではない。我が国
は 1962 年に第一次の全国総合開発計画が策定以来，
一貫して“均衡ある国土の発展”を目指してきたが，
一筋縄では行かないようである。

少子化の進行に伴う人口減少によって，存続が困難
になると予測されている自治体，「日本創成会議」人
口減少問題検討分科会が，2040 年までに全国約 1800
市町村のうち約半数（896 市町村）が消滅する恐れが
ある，と発表した。（2014 年 5 月：通称「増田レポート」）

私の郷里・富山県では朝日町（人口：約 1 万人／森
林面積 85％／高齢化率 42％）が消滅都市の“指定”
を受けた。この町は貨幣的価値（大きな企業はない）
や文化的価値（コンサートホールなどはない）は県内
他市町村に比べ劣勢であるが，環境的価値（白馬連峰
～里山～里海）や人間関係的価値が自慢である。そし
て，この町の標語・キャッチフレーズが「消えてたま
るか！朝日町」である。

増田レポートを機に奮起した町民は様々な活性化運
動（地元産品の商品化，公民館活動の復活など）を行っ
ており，少しずつではあるが，移住者が年々増加して
いる。かつ，移住者はすべて若者である。

彼らに移住を決意させた理由は「元気な，（彼らに
言わせると）カッコイイ，ジィジィ，バァバァが一杯
いた」ことだ。世話好きの方々が多く，いろいろと相
談に乗ってくれ，応援をしてくれるとのこと。そんな
ことをやってもしょうがない！あれやるな！これはダ
メ！との注文は一切付けないとのことだ。

かつて，田舎の人間関係の複雑さや“ねっとり感”
は若者を都会へと駆り立てる一因となったが，その反
省を踏まえて？の“さわやか感”や“躍動感”を感じ
させる新たな人間関係的価値の創造が功を奏している
ようである。

将来，農山村に暮らしたいと考えている 60 代，70
代の熟年層は 20％，20 代，30 代の若者では 50％との

NHK 他の調査結果がある。この若者の志向は東日本
大震災以降，増加傾向にあるという。かつて地方から
東京に出た世代は都会での永住を決め込んでいるが，
その子供たちの農山村志向，つまり“孫ターン”が増
えてくるとの指摘がある。

成熟社会を迎え，生き方の物差しが我々の世代とは
異なり多様化してきている。いろんなことがきっかけ
でその土地に惚れた若者は，その地で自ら創業し雇用
を生み出す者も出てきている。

全国各地の農山村の実情に向き合い，地域の人々の
声に耳を傾けてきた明治大学教授　小田切徳美氏は

「誇りの空洞化」を危惧し，「都市農村共生社会の創造」
を提起している。同氏によれば，戦後の高度成長期以
来続いた「キャッチアップ型の開発主義」からの脱却
という非常に大きな流れの中で「田園回帰」の変化が
あり，分水嶺・分岐点に来ているという。また，地域
の価値をネガティブに捉え，人の悪口とか陰口とかに
終始している農山村・地方には，移住者は行かず，“地
域の価値”に気付いたところ（誇りを取り戻したとこ
ろ）に移住者が入ってくるという。

国家や地域，人は本質的には多様である。経済効率
や経済成長を優先するあまりに，多様であるべき文化
や価値観があくなき利潤を追求するグローバル市場に
なぎ倒され，様々な矛盾が顕在化してきているのでは
ないか ?　地方創生や一億総活躍，女性活躍などの目

写真─ 1　涅槃団子作り（中央が筆者）
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的が経済再成長を促すためではなく，それぞれが，か
けがえのない人生を送れる価値観（多様な座標軸）を
持てる国へと豊かさの質を転換するための方策であっ
てもらいたいと思う。

成熟社会は一見，多様化を実現しつつあるようにみ
える。しかしそれが目先の経済的な損得に重きをおい

た無味乾燥な「個人化」の進展であれば，幸せとはほ
ど遠い社会が到来する。多様な価値観とは何でもあり
ではない。それぞれの判断で人生を設計し，それぞれ
の責任で歩まなければならない。それは決して容易な
ことではない。これまで先人たちが力を合わせて築き
上げてきた智慧から学ぶことの大切さを思い起こしつ
つ，社会全体での約束事（利他心／道義心）を土台と
し，そのうえで個々人の価値観を際立たせることがで
きる社会を目指すべきではないだろうか。まさに“多
様性”と“誇りを取り戻す”ことが地方創生の追い風
になるような気がする。

この数年，四十年間一切振り返ることのなかった郷
里で過ごすことが多くなった。準限界集落の里山再生
や都市部との交流に協力している。

小学生の時，祖母に庭にあった柿の実三つをねだっ
たことを思い出す。祖母はこう云った。「一つは食べ
て良い。一つは鳥に食べさせる。そして最後の一つは
土に返す。」小学校での教育すら受けられなかった祖
母だが人の生き方の原理原則を一体誰から教わったの
だろうか？　この言葉は歳を重ねるに連れて脳裏で増
幅する一方である。

写真─ 2　里山作りのお手伝い（筆者）

─おおた　ひろし　㈱熊谷組　社友　顧問（元　代表取締役会長）─




